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保育者をめざす学生がもつ 「赤ちゃんイメー ジ」に関する一 考察

　　　　　一
乳児に関わる前と関わっ た後の 変化につ い て 一

　　　　　　　　　　　　　　　 〇碓氷　ゆか り　　千葉　武夫

　　　　　　　　　　　　　　　　 （聖 和 大学短期大学部保育科）

研究目的

　現代 は、働 く母 親 の 産休 明 けか らの 乳児保育の ニ
ー

ズ が 高まっ てい る。 本学に お い て は 、 そ の ような生後

数週間の 乳児に 即対応 す べ く指導を 行 っ て い るが、少

子 化や地域で の 付き合 い の 減少等の 影響に よ り、乳児

との 関わ りは 保育所 で の 実習が 初め て とい う学生 が 大

半で あ る 。

　そ こで、ほ とんど実際に乳児 に 関わ っ た こ との な い

学生の 乳 児に 対す るイ メ
ージ は どの よ うな もの か、ま

た実際に 関わるこ とによっ て イ メージ が変化す るの か

を調査 ・検討 し た。

方法

1．調査対象

　　調査対象は 、 S 大学短期大学部保育科 1年 生 187

　名 （全員女子 ）と した。

2，調査方法

　　乳児 の 個人差 を 見 る 手 段 と し て 、ア メ リカ の

　Thoma ＄．A と Chess．S らが 1956年 に 開始 した気質

　に 関す るニ ュ
ーヨ ー

ク縦断研究 に お い て 提唱 し た

　9 つ の カ テ ゴ リ
ー

（活動水準、周期の 規則性、接近
・

　退 避、順応性、反応強度、敏感さ、気分の 質、気 の

散 りやすさ、注 意の 持続性 と固 執性）をもとに作成

　した 「赤ちゃ んイ メージ調査票」（碓氷 2001＞を適用

　し、保育系学生 が どの よ うな 「赤ちゃ ん イ メ
ージ」を

　もつ かとい うイ メージ分析を行 っ た。

　　本学にお い て は、1 年次の 後期 に乳児 ク ラス にお

　い て 1 回 の 参加実習 （2003 年 IO 月〜12月）を行い 、

　公開講座時（2003年 10月）に 乳児の 託児経験をもつ

　こ とか ら、調査 時期 は、第 1 回目は 乳児に関わる前

　の 2003 年 10月 に行 い 、2 回目は 学生が 乳児参観や

　託児経験 を終 え た後 の 2003年 12月 に行 っ た。また、

　2 回 目の 調 査時 に は、自分自身で 赤ちゃ んに対する

　イ メ
ージ が 変化 した と思 うか どうか に つ い て も尋

　ねた。

結果

　調査結果 は 以下 の よ うで あっ た。

1）第 1回目と2回目の 平均値の 差の 検定

表 1．第1回 目と2回目の 平均値の 差の 検定

項　目
　　第 1回目

平 均 SD
　　第2 回目

平均 SDt
検定

  活発な 2．130 ．692 ．380 ．62 一3，63脚

  活きがい い 2ρ90 ．762 ，310 ．70 一29ア
噸

  すぱしつ こい 1300911 ．600 ．89 一3．31韓

  おとなしい 0．67o ．670 ．760 ，64 一1．31
  規則的な 1β4o ．go1 ．39094 一〇．52
  安 定的な 1．12O ，851 ．140 ．81 一

〇．26
  予測しやすい 0．990830 ．950 ．94O ．43
  好奇心が強い 2．450 、692 ．510 ．65 一〇．88
  もの おじしない 1．17o 、791 ．44O ．93 一3．00轉

  人 なつ っ こい 1．13o フ51 ．510 ．80 一4．66樽

  順応しやすい 0．99O ．841 ．140 ．80 一1．70
  とけこみ やすい 1．160 ，781 ．130 ．76026
  素直な 1．950 、942 ．21O ．フ8 一2，94鉢

  強い 2，42o ．722 ，390 ．670 ．41
  大げさな 1，650 ，921 ，530 ．971 ，17
  興雷しやすい 2．150 、752 ．160 ．73 一〇．01
  敏 盛な 2，320 ．662 ，290 ．710 ．28
  神経質な 1，530 ．781 ．270 ．853 ．τ3橘

  めざとい 1．640 ．90U60 ．895 ．22緋

  機嫌が い い 1．570 ．691 ．75O ．72 一2，46辱

  愛想が い い 1．66 α刀 1．680 ．78 一
〇，31

  にこやかな 2．050 ．772 ．010 ．710 ．55
  気が散りやすい 1．700 ．991740 ，93 一

〇．36
  あきっ ぽい 1．620 ．901 ，470 ．911 ．67
  目移りしやすい 1．970 ．851 ．930 ．790 ．63
  持続的な 1．180 ．85127o ，70 一1，08
 
一
貫的な 1．180 ．791 ，220 ．66 一

〇．51
  しつ こ い 1．210 ．B30 、890 、B1390 帥

  こだわりや すい 1、430 ．861 、27O ．911 ．72
噸
p く05　

“
p 〈．01

　表 1 は そ れぞれ の 調査 の 平均値 の 差を検定 した も

の で あ る。

　第 1 回 目と 2回 目の 平均値 の 差をみ ると、「  活発

なj、「  活きが い い 」、「  すば しっ こ い 」、
「  もの お

じ しな い 」、「  人なつ っ こ い 」、「  素直な」、「  神経

質な」、「  め ざと い 」、
「  しつ こ い 」の 9 項 目が 1 ％

水準で 有意差が あ り、「  機嫌 が い い 」が 5 ％水準で有

意差が み られ た。
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2）因子分析結果

表2．第1回 目と2回 目の 因 子 分析 結 果

　表 2 は因 子 分析結果（主 因子解 ；varimax 法）で ある。

各因 子 別の 因子 負荷量が 太字 に な っ て い る項 目 （O．　4eo

以上）は、そ の 因子 に 強 い 関 わ り を持つ こ とを意味 し て

い る。それぞれの 因子 を 以 下 の よ うに 解釈 し た。

  第 1回目の 調査 の解 釈

　第 1 因子は、に こ に こ と愛想 が よく、従順 で 人な っ

っ こ く環境に 慣れや す い 乳児 の イ メ
ージで あ り、「人 な

っ っ こ い 赤ちゃ ん 」と した。第 2 因子 は、活発で 強 く反

応 を表わす乳児の イ メ
ージ で あ り 、

「快活な赤 ち ゃ ん 」

と した 。 第 3 因 子 は 、あ き っ ぽ く次々 に 興味が移 る乳

児の イ メ←ジで あ 叺 「気 ままな赤ち ゃ ん」とした。

  第2回目の 調査の解釈

　第1 因 子 は、感情を強くは っ き り と表わ し、活発 に

動き回 Q 、 興味をもっ た こ とに集中し やすい 乳 児 の イ

メージであり、「快 活 で 周 囲 に よ く反 応す る赤 ち ゃ ん 」

と した。第 琴因子 は、に こに こ と機謙が よ く 、 木なつ

っ こ く環境 に慣 れ や す い 乳児 の イ メ
ージで あ り、「人な

つ っ こ い 赤ちゃ ん 1とし た。第 3 因子 は、気が 散 りや す

く次 々 に興 味が 移 る 乳児め イ メ
ージで あ り、∫気ままな

赤ちゃ ん 」とし た。

考察

　今 回 の 調 査か ら、以 下 の よ うに ま とめ た。

　 t検定の 結果か ら、乳児 の活発 さ、接近性、順応性、

敏感 さ、気 分 の 質、注 意の 持 続 性 と固執 性 に 関 す る項

目に お い て有意差が み られ 、学生 が 実際に 関わ っ た 乳

児 が 次 々 に 興味の 向くまま活発 に動きまわり、関わ り

に 対 し て 反 応 をよ く返 して きた こ とを経験 し た こ とか

ら、乳児 の 活発 さや人なつ っ こ さ、
’
慣れやす さ1 気分

の 質 に お い て 、よ り積極的 に 評価 し、敏感 さや こ だ わ

りにつ い て はそれ ほ どで もない と評価 を したと考えら

れ る 。

　因 子分析 の 結果 か らも、第1 回 目 よ りも、2 回 目の

ほ うが よ りは っ き り ど した乳児 の 意志 を感じ と っ た イ

メ
ージが現れ て い る と考えられ る。

　 ま た、2 回 目の 調査時 に、自分自身 の 乳児 に対す る

イ メ
ージ の 変化 に つ い て 尋 ね た と こ ろ、83名 （44 °

／・）の

学生が 「変わっ た」と答え、その うち 64 名は乳児 の 個人

差 や 能 力 を認 め、感情表現 、活 動性 など につ い て プ ラ

ス イ メージに変化 した とみ る こ とが で きた。

　 こ れ らの こ とか ら、学生 が 実際 に 乳児 と 関わ る こ と

に よ っ て 、様 々 な面 を見 る こ とが で き、乳 児は
一

人 ひ

・とり個性が あ り、思 っ て い た 以上 に活 動 的 で、しか も

は っ き り と意志 を も っ て 行 動 して い る こ と、非常 に応

答性が あ る こ とを感 じ とっ た と思われ る。．

　 本 学 にお い て は、2 年 次 の 5 月 か ら 6 月 に か け て 保

育所で 3週 間 の 実習を行 っ て い る。また一
部の 学生 は

1 年 次 の 3 月 に 乳児院で 2 週間 の 実習 を行 つ て い る。

今回、これ らの 実習を行 う前段階 とし て の 参加 実習や

託児経験に よ り、 乳児に 対 して もっ て い た元 気で 親 し

み やすい イ メ
ージが、上記の よう1こ．S り具体的なイ メ

ージ に 変化 して い る こ とか らも、これ らの 経験が 実際

の 乳児を知 る き っ かけに な る と思われ る。今後の 乳児

へ の 関わ りにおい て よ り適切な対応 が で き る よ うに、

事前の オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン を どの よ うに 行 うか な ど、

今後の 指導の 課 題 と した い
。

参考文 献

碓氷 ゆか り　 2001 保 育系 学生の もっ 「赤 ち ゃん イ メ
ー

ジ」に つ

　い て の 分析的研 究　聖和大学論集教育学系第 29．号今、

一 127一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


